
古
砥
苅
附
銀
座
之
催
。
ぉ
-74
山
総
-
位
地
沈
波
。
中
古
一

ト
ギ
イ
ン

宮
来
院
割
引
川
測
に
在
っ
た
。
承
久

一

C
一
)
竹
仰
御
出
向

l
前

m
m肢
の
時
、
そ
の
夜
明
百
竹

滋
=
座
於
今
地
-
也
。
』
と
あ
る
。
小
照
の
白
山
祉
と
い
一
三
年
住
泌
の
能
宥
凶
回
数
日
銀
に
、『
町
東
院
、
拾
侃

一
押
印
御
殿
に
別
に
時
節
を
設
け
て
城
内
の
も
の
と
併
用

ふ
も
の
は
、
明
治
四
十
二
年
四
月
段
佑
制
祉
に
合
併
一
町
九
段
八
、建
保
元
年
続
放
問
定
。
同
院
内
酒
見
村
‘
一
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
前
は
初
め
文
政
六
年
五
且

せ

ら

れ

て

照

る

。

一

淀

川

八

段

張

、
辺
保
二
年
京
努
航
。
』
と
あ
り
、
得
江

一
汁
八
日
金
抑
制
木
山
の
刷
刷
物
師
杭
河
九
左
衛
門
に
治

ト

キ

朱

鷺
柏
又
は
桃
花
鳥
と
も
密
か
れ
、
古
一
文
部
貞
利
二
年
一
九
且
得
江
九
郎
級
寸
只
の
抵
忠
放
に
は

一
ら
せ
た
も
の
を
縫
い
た
が
鳴
ら
な
か
っ
た
の
で
、
改

名
は
ツ
キ
で
異
名
を
タ
フ
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
大
一
宮
来
院
内
木
路
伐
と
あ
る
。
溜
見
村

・
木
協
同
日
共
に

一
め
て
能
E
R
中
踏
の
北
村
賢
兵
衛
に
鉛
治
せ
し
め
、
六

形
の
捗
禽
で
、

一
見
沼
に
似
る
が
、
腕
頗
る
館
大
で
一
後
の
お
木
院
に
闘
す
る
。

一
月
三
日
之
を
試
み
た
が
矢
取
り
結
果
不
良
で
あ
っ

悶
筒
形
そ
な
L
、
下
方
に
総
曲
し
、
岡
部
前
牢
は
赤
一

ト
ギ
イ
ン

富
木
院
羽
咋
柑
に
回
し
、
務
政
問

一
た
。
凶
っ
て
却
に
野
川
の
村
山
四
郎
兵
衛
に
締
法
せ

色
の
皮
府
守
傑
出
し
、
尼
は
短
〈
、
全
身
白
色
を
呈
一
代
で
は
、
七
海
・小
室
・館
地
・江
添
・大
問
・民
間
・凶
一
し
め
、
十
H
サ
七
日
か
ら
そ
れ
を
閑
ひ
た
。
こ
の
時

し
、
民
の
迎
商

・
風
切
羽
及
び
路
用
羽
は
鮮
湿
な
淡
紅
一
中
・和
問
・今

m
-八
幡
・八
怖
座
主
・
似
室
・給
分
・巾

一
縮
は
七
年
七
月
野
山
山
虫
干
去
の
後
隠
し
た
。
そ
の
巾
脂

世
帯
び
て
、
所
制
と
き
色
の

m
mを
な
す
も
の
で
あ
一
泉
・相
坂
・
虫
木
江
・草
江

-m収
・
招
木
・大
鳥
mh
・大

一
川
副
議
の
節
は
夫
徳
院
に
山
川
浩
せ
ら
れ
て
、
七
年
八
且

る
o
滞
政
時
代
で
は
金
探
附
近
の
故
阪
で
、
務
侯
が

一
餌
寺
・諮
見
・桐
制
・中
出
・
高
凹
・地
市
阿
川
・領
家
町
の

一
什
七
日
縫
初
荷
行
ひ
、
引
に
同
寺
に
称
す
る
。
又
村

そ
れ
者
一
知
た
担
録
が
い
〈
ら
も
あ
る
。
元
職
十
年
の
一
一
一
イ
七
伊
村
荷
含
ん
で
開
た
。

一
山
締
法
の

も
の
は
そ
の
後
城
内
の
時
節
に
用
ひ
ら

拠
の
名
残
に
縦
せ
る
附
句
に
‘『
山
の
捕
手
荷
絡
な
ら
一

ト
キ
エ
ダ
シ
ョ
ウ
ザ
エ
モ
ン

時
枝
庄
左
衛
門

一
れ
、
訟
に
百
間
期
に
掘
ゑ
て
あ
る
。

び
行
出
技
』
、
文
同
十
四
年
の
射
水
川
に
、
『
木
枯
一
大
型
寺
山
都
士
で
前
旧
利
直
に
仕
へ
、
水
練
の
述
人
と

一
(
一
一
一
〉
小
訟
|
能
美
郡
小
松
の
時
銃
は
城
外
御
馬
出
の

や
一
一
例
吹
る
L
協
の
色
拍
入
』
と
あ
る
も
是
で
あ
一
し
て
名
脅
知
ら
れ
た
。

一
町
合
加
に
在
っ
て
、
宮
崎
銀
総
の
鍛
造
に
係
り
、
覚

る
。
明
治
以
後
殆
ど
そ
の
桜
息
を
見
な
か
っ
た
が
、

一

ト
キ
ガ

a
=
鴻
ヶ
谷

J
I
ガ
タ
エ
拍
ぷ
口
。

一
文
三
年
六
且
か
ら
明
タ
の
六
つ
時
h

管
制
じ
た
が
、
安

昭
和
五
年
期
羽
咋
郡
白
知
潟
昨
に
之
を
震
見
し
、
同
年
一

ト
キ
ガ
ネ

時
鐙
ハ
一
U

金
神
城

l
金
源
域
内
の
一
永
抗
年
二
月
十
五
日
か
ら
牢
時
侮
に
一
堅
守
如
き
、

袋
獄
凶
を
設
定
し
て
保
閉
山
す
る
こ
と
与
し
、
次
い
で
一
時
節
は
、
滞
米
に
仙
制
到
設
の
門
側
、
甚
右
術
門
坂
の

一
明
治
-
一年

抗
且
八
日
か
ら

州
日
夜
二
十
四
時
に
改
め

昭
和
九
年
十
二
且
天
然
記
念
物
に
指
定
せ
ら
れ
た
。
一
上
に
在
っ
た
の
で
、
俗
に
縦
割
堂
の
釘
と
も
言
は
れ
一
た
。

ト
ギ

富

来

羽

咋

郡
白
夜
は
、
領
家
問
・
地
獄
一
た
。
そ
の
起
阪
は
京
臨
元
年
で
、
常
時
の
位
芭
は
不
一
(
凶
U

大
禦
寺

l
江
泊
州
大
型
寺
町
の
時
釘
は
、
見
文

問
・
一品

mを
併
せ
た
総
抑
制
で
、

一
に
沼
来
町
村
と
も
一
明
で
あ
る
が
、
矢
限
り
椛
郡
山
冠
附
近
で
あ
っ
た
の
で
一

七
年
四
月
滞
引
前
川
利
明
の
命
に
よ
り
、
京
都
の
工

い
う
た
。
元
職
の

十
村
山
台
上
に
は
、
領
家
町
・
地
一
胤
一
あ
ら
う
。
元
政
元
年
七
且
三
日
秘
裂
堂
か
ら
鎚
後
屋
一
人
烏
m
H
和
泉
大
技
際
政
宗
久
が
下
向
し
、
問
村
で
鉛

町
を
特
に
沼
木
と
い
ふ
と
あ
る
。
本
来
町
木
で
あ
っ
一
政
に
制
ぜ
し
め
、亭
保
十
年
二
月
に
は
政
鉛
の
お
m
吟
一
議
し
た
も
の
と
い
は
れ
、
開
中
行
は
山
削
久
左
衛
門
尉

た
の
が
、
佳
字
を
探
ん
で
W
M
来
と
な
っ
た
の
で
あ
ら
一
丸
の
早
鮪
を
代
用
し
、
偽
J

丸
に
は
天
徳
院
の
釘
そ
一
一
腿
原
頭
族
、
航
銘
は
儲
隠
河
野
春
掛
川
辺
英
の
視
す
る

う
。

し
か
し
後
慨
も
簡
易
に
従
う
て
宮
木
と
も
密
か
一
用
ひ
た
。
四
且
十
抗
日
新
鋭
成
h
J、
什
六
日
之
を
越

一
郎
で
あ
っ
た
。
抑
初
は
同
年
七
月
十
七
日
で
あ
っ
た
。

れ
て
ゐ
る
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
宮
木
と
は
惣
名
に
一
後
屋
敷
に
懸
け
た
が
、
十
二
年
八
用
叉
制
れ
た
の
で
、
一

ト
ギ
ガ
ハ

富
来
川

相
酬
を
羽
咋
郡
切
留
の
山
中

耐
、
此
訟
の
郷
名
也
o
町
中
に
笛
木
川
と
て
疏
る
o
一的
J

丸
の
鏑
を
釣
り
代
へ
、
十
且
十
八
日
新
鋭
成
つ

一
に
澄
し
、
雨
続
し
て
録
保
に
表
り
、
西
方
よ
り
一
支

川
の
販
は
地
問
町
村
、
西
は
筒
家
町
也
o
iu外
七
諮
一
た
o
次
い
で
貸
陪
九
年
四
用
の
火
災
に
時
節
焼
け
、

一
流
を
容
れ
、
西
南
に
品
川
れ
、

m中
附
近
に
於
い
て
叉

浦

・
川
本
郷
村
な
ど
と
て
入
交
台
、
家
政
五
百
軒
許
一
一
史
に
総
，
丸
の
鎖
を
用
ひ
た
が
、
明
治
七
年
九
用
四

一
北
方
よ
り
一
支
流
を
合
は
せ
、
信
来
に
烹
っ
て
海
に

あ
り
。
不
v

時
間
関
家
に
て
、
入
兵
衛
持
獲
・紙
仙
貝
な
一

日
時
節
成
・
り
、
こ
の
度
は
越
後
屋
般
に
む
か
ず
し
て

一
注
ぐ
。
統
忠
一
抗
粁
。
そ
の
上
流
で
は
河
内
川
と
も

ど
あ
り
。
繁
昌
成

m也
。
御
吹
納
磁
・諸
士
の
制
服
宿
等
一
椛
現
常
に
吊
し
、
そ
の
後
三
，丸
に
刺
じ
た
こ
と
も

一貝

m川
と
も
い
ふ
。

あ
り
。
林
氏
十
村
役
也
。
』
と
認
す
る
。
あ
っ
た
が
、
復
も
と
の
櫨
到
堂
に
移
し
た
。

ト
ギ
キ
ン
ザ
ン

富
来
金
山

羽
咋
郡
広
東
附
近

ト
キ
ク
エ
イ
シ

時
国
石

鳳
至
郡
商
時
凶
に
産

す
る
石
材
。
石
一
先
制
而
山
口
慣
凝
灰
岩
に
し
て
、
長
石

町
酬
の
殆
ど
分
間
附
陶
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
貨
は
聞
に

し
て
脆
い
。

ト
キ
ク
エ
ウ
ヂ

時
国
氏

以
緊
州
州
市
問
時
凶
の
一
出

家
で
、
今
も
そ
の
民
放
は
一
六
四
一
坪
、
建
築
は
二

七
回
停
の
、
民
家
と
し
て
は
堂
々
た
る
外
似
を
有
し

て
ゐ
る
。
元
締
入
年
間
家
か
ら
代
官
に
届
出
た
文
書

に
よ
る
と
、
母
屋
は
文
明
十
五
年
建
造
の
桁
刷
二
十

四
間
決
間
十
聞
の
も
の
、
筑
断
は
天
正
十
入
年
改
築

の
三
間
十
一
聞
の
庇
、
そ
の
他
土
蹴
八
間
三
削
時
十
、

酒
縦
七
間
四
町
、
脂
屋
十
二
削
六
間
半
、
病
問
削
九
回

入
聞
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
だ
と
総
建
築
四
七
九
坪

の
時
代
も
あ
っ
た
獄
で
あ
る
。
叉
四
時
凶
に
は
そ
の

分
家
が
あ
る
。
能
奇
名
跡
芯
に
、『
上
時
凶
村
。
日
野

氏
右
広
助
と
て

一
軒
百
姓
な
り
。
公
領
第
一
の
・一品持

に
亙
。
、
別
に
お
来
に
砂
企
鍛
阪
が
あ
る
o
館
山
の

母
岩
は
卸
石
安
山
岩
・
回目
初
安
山
岩
で
、
鎖
床
は
低
岩

の
裂
僻
を
光
成
す
る
含
金
卸
石
英
服
で
あ
る
。
大
正

・1
三
年
一
た
び
版
坑
と
な
っ
た
が
、
昭
和
十
一
-一
年
以

来
復
之
を
採
節
し
た
。

ト
キ

9
Z

時
国

以
訟
却
下
町
野
郷
に
邸
す
司
9

部
町
問
。
能
思有名
跡
志
に
、

『
上
時
凶
・下
時
凶
・
大
川
・

曾
々
木
と
て
別
れ
て
あ
り
。
御
収
納
税
あ
り
、
高
山

寺
と
℃
園
田
-
一
吉
田
告
示
あ
b
o
昨
凶
間
家
の
VH
提
腕
な
り
。

取
の
扮
と
て
問
宗
の
小
陀
ぁ
。
。
氏
{
昌
八
締
官
に
、

八
月
十
六
日
海
鼠
祭
-
時
に
は
倣
錦
伎
あ
り
。
時
口
々
木

と
い
ふ
は
町
野
川
の
桜
に
て
、少
々
商
家
等
も
あ
り
、

下
時
凶
村
入
交
な
り
。
』
と
あ
る
。
明
治
に

す
.
り
時

間
・雨
時
凶
に
分
か
ち
、
次
い
で
臨
時
凶
・南
附
凶
と

し
た
。
そ
の
西
時
凶
は
下
時
凶
・水
門
品
目
々
木
に
分

か
れ
、
雨
時
闘
に
は
上
時
凶
・
官
々
木
が
あ
れ
り
、
合

々
木
は
双
方
の
入
合
で
あ
る
。

ト
キ

五
八
.畠圃，、


